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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 27,491 22.8 1,919 324.3 1,783 311.9 943 ―
22年3月期第2四半期 22,393 △18.2 452 △83.3 433 △84.8 △148 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 28.86 ―
22年3月期第2四半期 △4.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 40,569 23,175 53.4 663.40
22年3月期 39,467 22,539 53.7 649.12

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  21,679百万円 22年3月期  21,212百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00
23年3月期 ― 7.00
23年3月期 

（予想）
― 7.00 14.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,700 19.8 4,300 103.0 4,100 90.3 2,400 159.7 73.44



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了いたしました。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。前期の予想に対する事項については、四半期決算短信［添付資料］の３ページ「１．当
四半期の連結業績等に関する定性的情報」（３）連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］４ページ「２．その他の情報」をご覧下さい。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 32,716,878株 22年3月期  32,716,878株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  38,074株 22年3月期  37,945株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 32,678,862株 22年3月期2Q  32,678,986株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、景気拡大の続く中国・東南アジアをはじめとする新興国が

輸出の牽引役となって、緩やかな回復基調が見られました。しかしながら1ドル=80円台という急激な円高が企業収

益を圧迫し、原材料価格の上昇や近隣諸国の外交懸念などもあり、予断を許さない状況で推移いたしました。 

当社グループ（当社及び連結子会社 以下同じ）の関連する業界におきましては、自動車産業においては、国内

では、エコカー減税・補助金の効果もあり新車販売台数は、前年同期を上回りました。特にハイブリッドカーなど

の環境対応自動車の生産が大きく増加しました。海外市場においても、中国市場での需要拡大や北米市場の復調も

あり、輸出台数も前年を上回りました。住宅産業につきましては、依然として厳しい所得環境が続いております

が、需要減退の最悪期からは脱し、新築住宅着工戸数も上向きはじめております。エレクトロニクス産業におきま

しては、携帯電話市場においてスマートフォンの需要が堅調に拡大いたしましたが、半導体業界・電子部品業界と

も価格競争の激化が続いており、厳しい市場環境となりました。 

 このような環境の下、当第２四半期連結累計期間の売上高は274億91百万円（前年同期比22.8％増）となり、営

業利益は19億19百万円（前年同期比324.3％増）、経常利益は17億83百万円（前年同期比311.9％増）、四半期純利

益９億43百万円（前年同四半期は四半期純損失１億48百万円）となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

これまでは、事業の種類別セグメント情報の区分は「コーティング事業」、「電子材料事業」、「化成品事業」

及び「合成樹脂事業」としておりましたが第１四半期連結会計期間から適用される「セグメント情報等の開示に関

する会計基準」の適用により、第１四半期連結会計期間より「コーティング事業」、「建築用塗料事業」、「電子

材料事業」、「機能材料事業」、「化成品事業」及び「合成樹脂事業」に変更いたしました。この事業区分は、社

内管理において採用している区分であります。 

① コーティング  

プラスチック用コーティング材（『レクラック』・『フジハード』など）につきましては、自動車分野にお

いて、中国・東南アジアでの需要拡大や、環境配慮型新製品の採用が寄与し、売上高は増加しました。 

この結果売上高は75億75百万円となり、営業利益は６億30百万円となりました。  

② 建築用塗料 

建築用コーティング材につきましては、新築向け市場では、前年同期と比べ施工棟数の増加や昨年獲得した

新規ユーザーも寄与し、売上を伸ばしました。リフォーム向け市場でも需要が堅調に推移し、昨年同期を上回

りました。 

この結果売上高は50億２百万円となり、営業利益は３億95百万円となりました。  

③ 電子材料 

導電性ペースト材（『ドータイト』など）の電子材料部門におきましては、昨年同期の急激な市況悪化によ

る減退からは需要が回復し、カーエレクトロニクスやパソコン関連分野で好調に推移いたしました。 

この結果売上高は35億90百万円となり、営業利益は５億20百万円となりました。 

④ 機能材料 

樹脂ベース（『アクリベース』)などの機能材料におきましては、粘着剤ベースなどの主力製品が堅調に推移

したことや、新市場向けの新商品の立ち上がり効果もあり、売上高は増加いたしました。 

この結果売上高は９億63百万円となり、営業利益は１億11百万円となりました。 

⑤ 化成品 

トナー用樹脂などの化成品部門におきましては、ＯＡ機器分野における主力ユーザー向けの需要が前年同期

に比べ大きく回復し、海外向け新商品などが売上高上伸に寄与いたしました。  

この結果売上高は10億52百万円となり、営業利益は81百万円となりました。  

⑥ 合成樹脂 

子会社藤光樹脂株式会社などが取扱うアクリル樹脂の原材料・加工品の販売におきましては、中国や東南ア

ジアの新興国におけるＬＥＤテレビ用向けなどの需要が拡大し、売上高は好調に増加いたしました。 

この結果売上高は93億91百万円となり、営業利益は１億82百万円となりました。 
  

（注）第１四半期会計期間から、セグメントの区分を変更したため、各セグメントの対前年同期との比較は記載してお

りません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産・負債・純資産の状況） 

当第２四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ11億２百万円（前連結会計年度末比

2.8％）増加し、405億69百万円となりました。 

① 流動資産 

売上増加に伴う売上債権及び原材料の増加などの結果、前連結会計年度末と比べ15億44百万円（同6.5％）

増加し、252億24百万円となりました。  

② 固定資産 

藤倉化成（佛山）塗料有限公司の新規連結により有形固定資産が１億12百万円及び資産除去債務の適用によ

り有形固定資産11百万円増加しましたが、減価償却が進み、有形固定資産及び無形固定資産の簿価が減少いた

しました。また、保有株式の時価の下落による投資有価証券の減少などの結果、前連結会計年度末と比べ４億

42百万円（同2.8％）減少し、153億45百万円となりました。 

③ 流動負債 

売上増加に伴う買入債務の増加などにより、前連結会計年度末と比べ８億33百万円（同7.2％）増加し、123

億42百万円となりました。  

④ 固定負債 

社債の償還及び役員退職による長期未払金の減少などの結果、前連結会計年度末と比べ３億67百万円（同

6.8％）減少し、50億51百万円となりました。  

⑤ 純資産 

利益剰余金及び少数株主持分が増加したことにより前連結会計年度末と比べ６億36百万円（同2.8％）増加

し、231億75百万円となりました。  

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の53.7％から53.4％へと0.3ポイント減少となり、１株当たり

純資産額は前連結会計年度末より14円28銭増加し、663円40銭となりました。  

  

（キャッシュ・フローの状況） 

  当第２四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ２億14百万

 円増加し、79億82百万円となりました。 

 ① 営業活動によるキャッシュ・フロー  

   当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が16

  億95百万円であったものの、法人税等の支払が８億34百万円であったことなどにより、11億18百万円の収入 

 （前年同四半期連結累計期間は12億65百万円の収入）となりました。 

 ② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

   当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出

  ２億30百万円などにより、２億10百万円の支出（前年同四半期連結累計期間は２億50百万円の支出）となりま

  した。 

 ③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

   当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還により３億60百万円

  の支出、配当金により２億29百万円の支出などがあったため、６億89百万円の支出（前年同四半期連結累計期

  間は６億94百万円の支出）となりました。 
  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経済見通しにつきましては、海外経済の回復を背景に輸出の増加などを受け、引き続き緩やかな回復基

調が続いていくものと思われますが、企業の収益環境は、原材料価格の高騰や急激な円高相場など先行き不透明な

状況が続いていくものと思われます。 

このような経営環境の下、当社グループでは、本年度を初年度とする中期経営計画の基本方針に基づく経営諸

施策を推進し、経費低減活動と生産性の大幅な向上を目指した改善活動の実施により、収益性の向上を図っており

ます。 

また、平成23年３月期第２四半期連結累計期間実績や、平成22年10月に全株式を取得しました Sonneborn & 

Rieck Ltd の連結子会社化の予定などを考慮し、平成22年５月14日に公表いたしました通期の連結業績予想を変更

しております。詳細は本日、平成22年11月12日に別途開示しました「平成23年３月期第２四半期累計期間業績予想

値と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ1,378千円、税金等調整前四半期

純利益は53,116千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は63,184千

円であります。 

② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。 

これによる当第２四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益の影響は軽微であります。 

③ 企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に

係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年

12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日）を適用し、連結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時

価評価法に変更しております。 

この変更による当第２四半期連結累計期間末の資産、負債及び当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽

微であります。 

④ 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書）  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,618,110 8,399,342

受取手形及び売掛金 10,958,687 10,226,781

商品及び製品 2,915,277 2,741,653

仕掛品 64,079 89,970

原材料及び貯蔵品 1,404,529 1,158,352

繰延税金資産 590,073 608,752

その他 762,112 538,472

貸倒引当金 △89,061 △83,584

流動資産合計 25,223,806 23,679,738

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,239,956 7,141,084

減価償却累計額 △3,668,876 △3,521,812

建物及び構築物（純額） 3,571,080 3,619,272

機械装置及び運搬具 9,020,041 8,872,308

減価償却累計額 △6,452,096 △6,192,604

機械装置及び運搬具（純額） 2,567,945 2,679,704

工具、器具及び備品 2,732,402 2,678,280

減価償却累計額 △2,352,655 △2,285,469

工具、器具及び備品（純額） 379,747 392,811

土地 3,920,054 3,927,452

リース資産 235,356 177,716

減価償却累計額 △60,267 △38,761

リース資産（純額） 175,089 138,955

建設仮勘定 125,750 71,154

有形固定資産合計 10,739,665 10,829,348

無形固定資産   

ソフトウエア 73,088 86,504

その他 1,015,139 1,090,578

無形固定資産合計 1,088,227 1,177,082

投資その他の資産   

投資有価証券 1,162,153 1,490,750

長期貸付金 150,372 182,970

繰延税金資産 705,992 553,869

その他 1,543,049 1,623,180

貸倒引当金 △44,141 △70,277

投資その他の資産合計 3,517,425 3,780,492

固定資産合計 15,345,317 15,786,922
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産合計 40,569,123 39,466,660

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,870,987 6,305,722

短期借入金 2,122,440 2,038,473

1年内償還予定の社債 720,000 720,000

未払法人税等 633,404 813,741

未払費用 620,594 572,056

賞与引当金 524,781 519,807

リース債務 59,404 44,536

その他 790,711 494,847

流動負債合計 12,342,321 11,509,182

固定負債   

社債 1,800,000 2,160,000

長期借入金 93,000 194,400

繰延税金負債 239,358 248,583

退職給付引当金 2,179,352 2,129,347

長期未払金 483,894 548,204

リース債務 129,821 104,319

その他 125,930 33,260

固定負債合計 5,051,355 5,418,113

負債合計 17,393,676 16,927,295

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,352,121 5,352,121

資本剰余金 5,040,199 5,040,199

利益剰余金 11,475,794 10,730,824

自己株式 △24,916 △24,855

株主資本合計 21,843,198 21,098,289

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 31,327 189,021

為替換算調整勘定 △195,437 △74,874

評価・換算差額等合計 △164,110 114,147

少数株主持分 1,496,359 1,326,929

純資産合計 23,175,447 22,539,365

負債純資産合計 40,569,123 39,466,660
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 22,393,433 27,491,028

売上原価 16,649,649 20,124,080

売上総利益 5,743,784 7,366,948

販売費及び一般管理費 5,291,451 5,447,921

営業利益 452,333 1,919,027

営業外収益   

受取利息 10,969 4,584

受取配当金 21,803 21,841

固定資産賃貸料 33,801 35,975

受取補償金 61,690 －

その他 114,810 34,395

営業外収益合計 243,073 96,795

営業外費用   

支払利息 60,918 54,310

為替差損 155,281 139,548

固定資産税 6,037 6,589

減価償却費 1,401 1,253

その他 38,811 30,711

営業外費用合計 262,448 232,411

経常利益 432,958 1,783,411

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 22,938

特別利益合計 － 22,938

特別損失   

投資有価証券評価損 － 59,362

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51,740

特別損失合計 － 111,102

税金等調整前四半期純利益 432,958 1,695,247

法人税、住民税及び事業税 570,546 666,822

法人税等調整額 △23,228 △29,955

法人税等合計 547,318 636,867

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,058,380

少数株主利益 33,617 115,349

四半期純利益又は四半期純損失（△） △147,977 943,031
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 432,958 1,695,247

減価償却費 635,169 603,518

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27,975 86,387

賞与引当金の増減額（△は減少） 42,164 5,176

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,148 △18,769

受取利息及び受取配当金 △32,772 △26,425

支払利息 60,918 54,310

為替差損益（△は益） 20,401 4,692

投資有価証券売却損益（△は益） △6,621 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 59,362

有形固定資産除却損 3,587 1,346

有形固定資産売却損益（△は益） 1,919 3,689

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51,740

売上債権の増減額（△は増加） △1,322,148 △738,875

たな卸資産の増減額（△は増加） △64,114 △336,554

その他の流動資産の増減額（△は増加） 175,919 △209,207

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 98,500 △13,693

仕入債務の増減額（△は減少） 1,082,316 597,001

未払費用の増減額（△は減少） △25,208 61,655

長期未払金の増減額（△は減少） △92,151 △64,310

その他の流動負債の増減額（△は減少） 236,955 124,239

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,036 30,194

その他 △57,749 11,455

小計 1,209,130 1,982,178

利息及び配当金の受取額 32,314 27,548

利息の支払額 △58,319 △57,961

法人税等の支払額 △240,467 △833,761

法人税等の還付額 322,770 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,265,428 1,118,004
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △400,824 △406,106

定期預金の払戻による収入 390,626 400,904

無形固定資産の取得による支出 △3,085 △3,834

有形固定資産の取得による支出 △502,887 △229,665

有形固定資産の売却による収入 79,403 7,236

投資有価証券の取得による支出 △9,285 △3,079

投資有価証券の売却による収入 27,620 －

敷金及び保証金の差入による支出 △26,037 △3,049

敷金及び保証金の回収による収入 24,330 3,168

保険積立金の積立による支出 △19,967 △26,635

保険積立金の払戻による収入 141,758 46,534

貸付けによる支出 △106 △2,890

貸付金の回収による収入 53,573 22,979

その他の支出 △8,189 △21,853

その他の収入 2,919 5,881

投資活動によるキャッシュ・フロー △250,151 △210,409

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 364,622 108,491

長期借入れによる収入 306,101 －

長期借入金の返済による支出 △627,478 △101,400

社債の償還による支出 △360,000 △360,000

リース債務の返済による支出 △12,025 △21,714

自己株式の取得による支出 － △61

配当金の支払額 △261,432 △228,753

少数株主への配当金の支払額 △103,352 △85,989

財務活動によるキャッシュ・フロー △693,564 △689,426

現金及び現金同等物に係る換算差額 27,859 △21,019

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 349,572 197,150

現金及び現金同等物の期首残高 6,613,921 7,767,955

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 16,416

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,963,493 7,981,521
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該当事項はありません。 

   

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

 事業区分は、内部管理上採用している区分をベースに製品の系列及び市場の類似性を考慮して４つに区

分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

〔所在地別の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．国または地域は、地理的近接度及び重要度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国または地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）アジア ： 中華人民共和国、タイ、シンガポール 

(2）北米  ： 米国、カナダ等 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
コーティン
グ事業 
（千円） 

電子材料事
業 
（千円） 

化成品事業
（千円） 

合成樹脂事
業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高  10,426,192  2,952,903  1,670,763  7,343,575  22,393,433 －  22,393,433

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－  1,286  162  61,257  62,705  (62,705) － 

計  10,426,192  2,954,189  1,670,925  7,404,832  22,456,138  (62,705)  22,393,433

営業利益又は営業損失（△）  △130,209  324,335  59,163  198,802  452,091  242  452,333

事業区分 主要製品 

コーティング事業 プラスチック用コーティング材及び建築用コーティング材等 

電子材料事業 導電性樹脂塗料及び接着剤等 

化成品事業 トナー用バインダー樹脂、粘・接着剤ベース樹脂等の機能性樹脂 

合成樹脂事業 アクリル樹脂の原材料・加工品の仕入れ・販売 

  日本 
（千円） 

アジア
（千円） 

北米
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  19,384,626  1,242,918  1,765,889  22,393,433 －  22,393,433

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  1,264,286  24,727  8,599  1,297,612  (1,297,612) － 

計  20,648,912  1,267,645  1,774,488  23,691,045  (1,297,612)  22,393,433

営業利益又は営業損失（△）  1,372,748  76,608  △997,831  451,525  808  452,333
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〔海外売上高〕  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．国または地域は、地理的近接度及び重要度により区分しております。 

２．当第２四半期の各区分に属する主な国または地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）アジア ： 大韓民国、中華人民共和国、台湾、タイ、シンガポール、マレーシア等 

(2）北米  ： 北米、中南米 

(3）その他 ： 欧州等  

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

４．従来、北米区分の売上高が連結売上高の10％未満であるため、北米区分の記載を省略して、その他に含め 

  て表示してまいりました。しかし、当第２四半期連結累計期間において連結売上高に占める北米の重要性 

  が相対的に増してきたため、当第２四半期連結累計期間より北米を区分して記載しております。なお、前 

  第２四半期連結累計期間のその他に含まれる北米の海外売上高は701,102千円となっております。 

  

  

〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて国内及び

海外の包括的な戦略を立案し、事業展開しております。また、合成樹脂事業については、子会社藤光樹脂株式

会社が中心となって、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており

ます。 

したがって、当社グループは、事業部等を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「コーティング事業」、「建築用塗料事業」、「電子材料事業」、「機能材料事業」、「化成品事業」及び

「合成樹脂事業」の６つを報告セグメントとしております。 

「コーティング事業」は、プラスチック用コーティング材等を生産しております。   

「建築用塗料事業」は、建築用コーティング材等を生産しております。 

「電子材料事業」は、導電性樹脂塗料及び導電性接着剤等を生産しております。 

「機能材料事業」は、粘・接着剤ベース樹脂等の機能性樹脂ベース等を生産しております。 

「化成品事業」は、トナー用バインダー樹脂等を生産しております。 

「合成樹脂事業」は、アクリル樹脂の原材料・加工品を仕入れ、藤光樹脂株式会社他２社が販売しておりま

す。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：千円）

  

  アジア 北米 その他 計 

(1）海外売上高（千円）  6,838,925  1,840,630  22,888  8,702,443

(2）連結売上高（千円） － － －  22,393,433

(3）連結売上高に占める海外売上高の割合

（％） 
 30.5  8.2  0.1  38.9

  コーティン
グ 建築用塗料 電子材料 機能材料 化成品 合成樹脂 計

売上高                              

 外部顧客への売上高  7,567,732  5,002,265  3,586,191  962,869  1,052,272  9,319,699  27,491,028

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 7,560  －  4,103  214  －  71,186  83,063

計  7,575,292  5,002,265  3,590,294  963,083  1,052,272  9,390,885  27,574,091

セグメント利益  630,282  395,199  519,589  110,921  81,265  181,783  1,919,039
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

                      （単位：千円） 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結累計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日） 

 対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、前連結会計年度の末日に比べ著しい変動が認められます。 

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。  

  

 利益  金額 

 報告セグメント計   1,919,039

 セグメント間取引消去   △12

 四半期連結損益計算書の営業利益   1,919,027

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）デリバティブ取引に関する注記

対象物の種類 取引の種類 契約額等 時価 

（千円） 

評価損益 

    （千円） （千円） 

通貨 為替予約取引 

  売建 

  米ドル  126,830  1,157  1,157

合計  126,830  1,157  1,157
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（８）重要な後発事象

当第２四半期連結会計期間末 
（平成22年９月30日） 

当社は平成22年９月30日に締結した株式売買契約に基づき、英国の塗料製造販売会社 Sonneborn & Rieck Ltd の全

株式を取得いたしました。 

  

１．株式取得の目的 

（１）コーティング事業をベースにして、欧州で事業拡大、収益事業を確立する。 

（２）グローバル化を加速し、日米欧・三極ネットワークを強化する。（含むアジア） 

（３）技術、生産、設備面での相乗効果を期待する。 

  

２．買収する子会社の名称、主な事業内容、規模 

（１）名称           Sonneborn & Rieck Ltd 

平成22年11月１日付で会社名称をFujichem Sonneborn Ltdに変更しております。 

（２）代表者          Peter Rieck 

（３）所在地          91/95 Peregrine Road Hainault Ilford Essex IG6 3XH ENGLAND 

（４）主な事業の内容      塗料の製造販売 

（５）資本金          125千ポンド（平成22年９月30日現在） 

（６）発行済株式総数      124,664株（平成22年９月30日現在） 

（７）財政状況及び経営成績   資本金        13,298千ポンド（平成22年６月期）   

純資産           174千ポンド（平成22年６月期） 

売上高        20,038千ポンド（平成22年６月期） 

営業損失（△）     △269千ポンド（平成22年６月期） 

当期純損失（△）    △782千ポンド（平成22年６月期）  

３．本件の概要 

（１）取得先          Peter Rieck 他15名 

（２）取得株式数        124,664株（所有割合100％） 

（３）取得価額         184万英ポンド 

（４）株式取得日        平成22年10月29日 

（５）資金調達方法       自己資金 
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当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

  

当第２四半期連結累計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

当社グループは、主として見込生産によっていますので、受注ならびに受注残高について特に記載すべき事項はあ

りません。 

  

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

   

４．補足情報

（１）生産実績

セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日） 
前年同四半期比（％） 

コーティング（百万円）  6,665  －

建築用塗料（百万円）  2,567  －

電子材料（百万円）  1,729  －

機能材料（百万円）   944  －

化成品（百万円）  1,072  －

合計（百万円）  12,977  －

（２）商品仕入実績

セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日） 
前年同四半期比（％） 

合成樹脂（百万円）  8,508  －

合計（百万円）  8,508  －

（３）受注実績

（４）販売実績

セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日） 
前年同四半期比（％） 

コーティング（百万円）  7,568  －

建築用塗料（百万円）  5,002  －

電子材料（百万円）  3,586  －

機能材料（百万円）  963  －

化成品（百万円）  1,052  －

合成樹脂（百万円）  9,320  －

合計（百万円）  27,491  －
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